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■ 研究背景 
 全国の木造住宅のストック数は、昭和63年に243万戸あったものが平成5年には189万戸、平

成10年には142 万戸と現象の一途をたどっている。平成14年のリサイクル法の施行により、分
別解体及び建設廃棄物の再資源 化が義務付けられたが、木造住宅から発生する木材の再利用は
遅々として進んでいない。また、伝統工法によって構築された古民家の地域資源としての価値

や、伝統技術としての存在意義から見ても、これら木造住宅が無為のうちに廃棄されている現

状を改善しなくてはならない。また約50平米の古民家を解体するにあたり、機械による解体だ

と約50tのゴミが出る。そのうち木材のゴミが約30tである。これらが焼却処分されることによ

って、15tものCO2がでる。古民家の移築・転用は、CO2の削減に大きくつながる。 

 そして、これまでの私たちの古民家の実測調査より、空き家になった古民家の腐食、傷みが

激しく多いことがわかってきた。空き家になった古民家は、あまり手入れがされておらず、放

置されている。古民家の多くは、アルミサッシに換えていて機密性が高くなっており、室内の

換気が行われないなどが、腐食、痛みの原因であることがわかってきた。そのため空き家にな

った古民家の維持・管理についても改善する必要がある。また、古民家はどれも個人がそれぞ

れの境遇の基、個別に管理しており、空き家古民家を所有している人たちの横の繋がりが希薄

であった。 

 本研究は、2006年度、2007年度の森基金申請の研究の延長であり、本研究は2005年度より

継続して行っているものである。  
 
■ 研究の目的と意義 
1、古民家の移築・転用によって、資源の再利用し、CO2の削減を図る。  
2、伝統工法と現代技術を加えて、「100年熟成住宅」のモデルを構築する。また、「100年熟

成住宅」を集合させ、エコ・サスティナビリティを実現する街のモデルを構築する。  
4、研究機関、地元自治体や市民団体（古民家提供側）、設計側、解体業者などの移築における

組織間のネットワークを構築する。  



5、空き家になった古民家の管理・維持方法を確立する。  
6、古民家の移築・転用の環境的、経済的な有用性による地域産業としての可能性と日本の伝統

的木造工法の評価、オルタナティブデザインの可能性を考察する。 

 

■ 研究対象 
 本研究において古民家供給の対象地を島根県大田市としている。出雲大社のある出雲市と隣

接し、出雲大社の修復にあたる宮大工との技術交流があった大工たちによる優良な木造建築の

多い場所である。また大田市には世界遺産候補の岩見銀山（右図）もあり、歴史状重要な地域

と言える。そのため伝統的技術の詰まった木造建築を育んできた。 

 一方、過疎化が進み空き家が多く、大田市の住宅ストック数12,000棟のうち、古民家(第二次

世界大戦以前に建設された住宅)は2740棟であり、内409棟が空き家となっている。それらの所

有者の多くは建替えの意思を持ちながらも、資源リサイクル法による分別解体費用の負担がで

きずに放置している例も少なくないことが明らかになっている。 

 島根県は上記のようにもともと優良な木造建築の多い場所であったが、これほど優良な古民

家が転用可能なよい状態で残っているのには、幾つか理由がある。島根県は出雲大社のおかげ

で戦災にほとんど合っていない事、パブル期の開発や建築の建て替えなどの影響を受けていな

いことが挙げられる。 

 

■ 研究内容 
 本研究はアトリエテクトと共同研究を行っている。月に2回の割合で、アトリエテクトにゼミ

を行ってきた。そのゼミでは、古民家を移築した街づくりを構想し、「美と健康の街づくり」

と題して、人にも環境にも優しい街づくりを提案して行く。 

 
（スケジュール） 
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（調査内容） 
・ エネルギー 
「美と健康の街」では、自分たちで使用するエネルギーは自分達でつくる、エネルギー0の生活

を目指す。そこでパッシブエネルギーに関する文献調査、企業へのヒアリングを行った。そし

て、設定した街の規模でのエネルギー消費量、パッシブエネルギーから生成されるエネルギー

量を算出した。 

 
・ 江戸時代のエコロジー生活 
江戸時代はエネルギー0生活を実現していたとされ、現在環境面で再評価されている。そこでど

のようにエネルギー0生活が行われていたのかを文献調査を中心に行った。 

 

・ 農業 
「美と健康の街」では農業を取り入れたライフスタイルの提案を行っている。現代の農業制度

が確立しだした明治期以降の歴史調査から、設定した街の規模で行える農業が可能にする自給

率の計算、ハーブなど植物を加工して使う二次利用についての可能性、最新技術の農業につい

て調査した。農業尾最新技術については、企業へのヒアリング調査と、試験場の訪問を行った。 

 
・ 古民家調査 
古民家に使用されている伝統木造構法の理解と古民家のストック状況を把握するために、夏と

冬2回に分けて島根県大田市で古民家の実測調査を行った。 

■ 夏期調査 

期間：2008 9/9~9/14 

参加学生：4人 

2つの古民家を実測し、図面化した。 

■ 冬期調査 

期間：2009 1/20~1/23 

参加学生：3人 

詳細図面をとるために、夏に調査した1つの物件詳しく実測した。また、周辺の古民家を周り、

古民家の数、ストック状況を調査した。 

 
 
 
 



（研究成果） 
半年間かけて行った調査の成果を、展示会を企画し、一般の方々へ発表した。 

■ 展示会(8/23～8/24) 
湘南台文化センターにて第二回「美と健康の街づくり展」を行った。2日間ギャラリーにてパネ

ル展示を行った後、「美と健康の街づくり」実現のために、不動産、アロマの専門家などを集め

てパネルディスカッションを行った 

 

 



 



 

 



 
■ 展示会（3/24～4/5） 
代官山ヒルサイドテラスにて開催予定 


